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林
業
労
働
の
存
在
形
態
(
一
二
)

ー

l
s産
業
と

N
産
業
に
お
け
る
実
態

i

1

七

N
産
業
の

T
事
業
所
は
高
知
県
下
の
同
社
の
林
業
経
営
を
統
轄
し
て
い

る
が
、
林
業
経
首
は
五
カ
町
村
六
地
区
v
h

分
れ
て
h
A

り
、
さ
ら
に
一
町
六

反
一
一
献
の
苗
固
い
か
存
在
す
る
。
。
村
に
は

F
及
び
K
の
両
地
区
が
あ
り
、

現
在
こ
り
両
地
区
が
T
事
業
所
管
内
に
お
け
る
皆
伎
事
業
の
中
心
地
を
な

L
て
い
る
。
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
調
査
対
象
と
し
、
他
の
地
区
に

つ
い
て
は
必
要
な
限
り
に
お
い
て
ふ
れ
る
に
と
ど
め
る
。
調
査
期
間
は
昭

和
一
ニ
二
年
四
月
l
一
一
二
ニ
年
三
月
白
一
年
間
で
あ
る
@

N
産
業
は
白
岡
・
造
林
-
育
林
及
び
伐
山
の
全
工
程
を
合
理
的
に
蛍
ん

で
い
る
が
、
百
回
及
び
造
育
林
に
要
す
る
労
働
刀
は

T
事
業
所
直
備
の
形

態
に
よ
り
、
伐
木
造
材
及
び
集
運
材
の
そ
れ
は
請
負
形
態
に
よ
っ
て
、
こ

林
業
労
働
白
存
在
形
態
(
一
}
一
)

林

業

労

働

研

究

班

Jll 

|崎

雄

武

初島

143 

雪

嶺

れ
を
調
達
し
て
い
る
。
請
負
は
三
つ
の
組
と
T
氏
お
よ
び
R
会
社
が
こ
れ

を
行
っ
て
お
り
、

R
会
社
に
お
い
て
は
直
傭
労
働
者
と
下
請
団
体
た
る

K

労
働
組
合
が
あ
る
。
い
ま
職
種
別
労
倒
力
構
成
を
み
れ
ば
第
凱
表
の
如
く

で
あ
る
。

N
産
業
の
育
林
過
程
に
お
け
る
労
働
者
を
伏
出
過
程
の
そ
れ
に
対
比
す

れ
ば
、
実
人
員
に
お
い
て
は
前
者
が
著
し
く
多
い
が
、
延
人
員
に
結
い
て

は
後
者
が
は
る
か
に
多
く
前
者
。
約
六
倍
弱
で
あ
る
。
労
働
者
一
人
当
り

職
穂
別
年
間
稼
動
日
数
は
、
古
回
一
二
七
・
六
日
、
造
育
林
三
五
三
日
、

伏
木
造
材
二
五
二
一
目
、
集
運
材
二
五

O
三
口
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

育
林
過
程
に
hn
ゆ
る
労
働
者
は
、
年
間
稼
動
同
数
が
少
く
臨
時
的
兼
業
的

性
格
を
一
市
し
、
伐
山
過
程
の
労
働
者
は
年
間
椋
勤
日
数
が
極
め
て
多
く
専

業
的
性
格
を
明
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
後
述
す
る
如
く
、
前
者
に

第
八
十
三
巻

七
b 

第
四
円
勺

五
九



林
業
労
働
自
存
在
形
態
三
一
)

お
い
て
少
数
な
が
ら
専
業
労
働
者
が
あ
り
、

後
者
に
お
い
て
も
一
部
臨
時
労
働
者
が
存
在

す
る
@

O
村
に
お
い
て
は

U
組
及
び

T
民
が

F
地

区、

R
会
社
が
K
地
区
に
お
い
て
伐
出
作
業

を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
阿
地
区
に
お
い
て
は

こ
れ
と
並
行
し
て
造
育
林
作
業
も
進
行
し
て

い
る
。
以
下
T
事
業
所
の
職
員
及
び
阿
地
区

を
中
心
と
す
る
労
働
力
の
構
成
並
び
に
そ
の

性
格
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

ω
職
員

T
事
皆
同
所
の
職
員
は
所
長
以

下
一
三
人
で
、
次
長
・
会
計
主
任
各
一
人
、

作
業
所
主
任
二
人
、
庶
務
三
人
、
造
林
係
四

人
、
出
回
係
一
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
女
子

は
庶
務
白
一
人
目
み
で
あ
る
ロ
作
業
所
主
任
は
素
材
の
生
産
及
び
引
渡
、

造
育
林
立
需
の
監
督
、
労
働
者
に
対
す
る
賃
金
支
払
等
を
担
当
す
る
。
造

林
係
は
造
育
廿
刊
を
担
当
す
る
が
、
現
場
に
お
け
る
作
業
の
統
轄
-
監
督
は

こ
れ
を
行
わ
な
い
。
苗
圃
係
は
商
凶
に
居
住
し
て
市
園
経
首
を
行
っ
て
い

る
。
職
員
を
年
令
別
に
み
れ
ば
、
三

O
歳
未
満
凶
人
、
一
二

O
J四
O
一歳三

人
、
四
O
j
六
O
歳
五
人
、
六

O
歳
以
上
一
人
で
あ
り
、
勤
続
年
数
別
に

み
れ
ば
五
年
未
満
一
ニ
人
、
石
、

i
l
-
-

、一一

υ年
六
人
、
一

0
1一一一
O
年
一
人
、
三

O
年
以
上
三
人
で
あ
る
。
職
員
の
移
動
は
少
く
勤
続
年
数
は
比
較
的
長
い
。

第3担1表 職種別労働力惜成一T事業所一
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第
四
号
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こ
の
こ
と
は
職
員
の
う
ち
職
歴
を
有
す
る
も
の
が
僅
か
二
人
で
あ
る
己
主

に
対
応
し
て
ト
い
る
。
学
歴
別
に
大
学
卒
二
人
、
旧
↓
一
同
長
卒
二
人
、
新
高
校

卒
一
人
、
旧
中
学
卒
四
人
、
高
小
卒
三
人
で
あ
る
。
出
身
府
県
別
に
み
れ

ば
、
高
知
県
六
人
、
愛
媛
県
五
人
、
そ
の
他
二
人
で
あ
り
、

O
村
出
身
者

は
三
人
で
あ
る
。

ω現
場
監
督
現
場
肱
督
は
三
人
で
あ
り
、
労
働
者
向
一
指
障
監
替
を

行
い
、

S
産
業
の
そ
れ
邑
ほ
ぼ
同
様
の
職
能
を
果
し
て
い
る
。
二
人
は
い

ず
れ
も
地
元
出
身
で
五
年
勤
続
、
高
小
卒
で
あ
り
、
一
人
は
三

O
歳
、
他

は
二
六
歳
で
あ
る
。
な
お
地
元
出
身
の
常
傭
作
業
員
が
二
人
い
る
が
、
こ

の
二
人
は
単
な
る
労
働
者
で
は
な
く
、
現
場
監
督
を
輔
佐
し
て
労
働
者
の

駐
督
を
行
っ
て
い
る
。
作
業
員
は
四
四
歳
と
三
三
歳
で
い
ず
れ
も
三
年
勤

続
、
高
小
卒
で
あ
り
、
農
業
を
前
歴
主
し
て
い
る
ロ
な
お
現
場
監
督
は
職

員
、
作
業
員
は
準
職
員
と
し
て
の
待
遇
を
う
け
て
い
る
。

ω直
傭
労
働
者

ω苗
圃
苗
闘
は
O
村
に
隣
擬
す
る
M
町
に
あ
り
、

こ
れ
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
は
三
二
年
四
月
l
三
三
年
一
ニ
月
の
-
年
聞
に

四
O
人
で
あ
り
、
う
も
男
子
一
一
二
人
、
女
子
二
七
人
で
女
子
が
総
数
白
六

七
・
五
M

刊
を
し
め
て
い
る
。
次
表
に
土
り
そ
の
稼
動
状
況
を
み
よ
う
。
労

働
者
四

O
人
の
年
間
稼
動
日
数
は
一
、
五

O
一
-
一
日
で
、
一
人
当
り
年
間
械

動
日
数
は
三
七
・
六
日
で
あ
る
。
稼
動
月
数
別
に
み
れ
ば
一
カ
月
の
も
の

が
最
も
多
く
一
七
人
で
、
こ
れ
に
つ
い
で
六
カ
月
の
も
の
が
六
人
、
二
、

一
二
及
び
一

0
カ
月
の
も
の
が
各
四
人
で
あ
り
、
他
は
-
乃
至
二
人
で
、
入
、

-
-
、
一
二
カ
月
の
も
の
は
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
第
幻
表
は
二
カ
月



林
業
労
働
の
存
在
形
態

C
J
一)

聞
の
資
料
が
欠
除
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
占
を
考
慮
す
れ
ば
様
動
日
数
及

び
稼
動
月
数
は
よ
り
多
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。
前
表
に
よ
れ
ば
、
稼
動
月

数
一

1
三
カ
月
の
も
の
は
二
五
人
で
給
数
の
六
二
・
五
%
を
し
め
て
い
る

が
、
そ
の
稼
動
日
数
は
総
稼
動
H
数
の
二

0
・
八
%
に
す
ぎ
な
い
。
稼
動

月
数
九
J
一
ワ
カ
月
の
も
の
は
僅
か
五
人
で
あ
る
が
、
そ
り
稼
動
日
数
は

総
稼
動
日
数
白
四
二
%
を
し
め
て
い
る
。
商
聞
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
は

そ
の
大
部
分
が
臨
時
的
性
格
の
も
の
で
あ
る
が
、
稼
動
日
数
九
カ
月
以
上

の
五
人
は
常
情
的
労
働
者
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る

U

け
だ
し
首
闘
に
お
い

て
は
春
季
の
栽
植
期
を
中
心
と
し
て
一
了
ー
主
月
に
特
に
多
量
の
労
働
力
を

要
す
る
が
、
曲
固
管
理
の
た
め
に
は
年
聞
を
通
じ
て
一
定
員
の
労
働
刀
を

確
保
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
ご
の
た
め
常
備
的
労
働
者
を
必
要
、
と
す
る
の
で
あ

る。
こ
れ
ら
労
働
者
は
殆
ど
地
元
M
町
の
も
の
で
、
傾
か
凶
人
が
隣
村
の
も

り
に
す
ぎ
ず
、
年
々
岡
ぼ
一
定
し
て
お
り
流
動
的
で
は
な
い
。

か
く
て
首
固
に
お
け
る
労
働
者
は
立
子
主
主
体
と
し
、
多
く
は
臨
時
的

な
も
の
で
あ
る
が
、
他
方
に
お
い
て
は
少
数
な
が
ら
常
情
的
労
働
者
が
存

在
し
甫
盟
是
ゐ
中
心
を
な
し
て
お
り
、
一
般
的
に
定
着
的
傾
向
を
有
し

て
い
る
と
一
員
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

同
制
造
育
林

O
村
に
お
け
る
造
林
及
び
育
林
作
業
は
前
述
の
如
く
F
及

び
K
地
区
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
ロ
ま
ず
F
地
区
に
お
い
て
造
育
林
作

業
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
労
働
者
は
六
O
人
で
あ
り
、
う
や
り
男
子
三
七
人
、

女
子
三
ニ
人
で
あ
る
。
そ
の
稼
動
状
況
を
み
れ
ば
(
協
同
品
表
)
、
午
同
総

第
八
十
三
巻

七
九

第
四
号

ノ、



林
業
労
働
の
存
在
形
態
(
一
一
一
)
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椋動日数別及び桔動月数別労働者数一F地 区 一第33表

第
八
十
三
巻

/¥ 。
却
円
号

プて

ぎ
九
人
、
他
は
各
一
人
で
あ
る
。
ま
た
男
女
別
に
こ
れ
乞
み
れ
ば
、
男
子

は一

O
日
未
満
二
六
人
、
一

0
1二
五
日
八
人
、
他
は
各
一
人
で
あ
る
が
、

女
子
は
一

O
日
未
満
一
一
二
人
、
一

0
1二
五
日
一
人
で
あ
り
、
男
子
の
比

重
が
よ
り
高
い
。

次
に
稼
動
月
数
別
に
み
れ
ば
い
ず
れ
も
四
カ
月
以
下
で
あ
り
、
特
に
一

方
月
の
も
の
が
四
七
人
で
圧
倒
的
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
で
二
カ
月
九
人
、

三
及
び
四
カ
月
各
二
人
で
あ
る
u

作

業

種

は

地

持

植

付

補

植

除

草
下
刈
・
除
伐
・
枝
打
等
で
あ
り
、
特
に
地
持
・
植
付
及
び
除
伐
が
主

要
な
作
業
で
あ
る
。

か
く
て
F
地
区
に
お
け
る
造
育
林
労
働
者
は
、
主
と
し
て
地
持
植
付

及
び
除
伐
に
従
事
し
、
男
子
労
働
者
を
主
体
と
す
る
臨
時
的
労
働
者
で
あ

る。
な
お
六

O
人
り
労
働
者
の
う
ち
、

N
産
業
に
雇
用
さ
れ
て
F
地
区
に
お

い
て
の
み
造
有
林
労
働
に
従
事
す
る
も
の
は
四
七
人
で
あ
り
、
他
町
一
一
二

人
は

N
産
業
の
他
の
労
働
に
従
事
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
六
人
は
後
述
す

る
U
組
の
も
の
で
、
伐
木
作
業
開
始
前
の
一
カ
月
間
造
台
林
作
業
に
従
事

し
て
い
る
。
更
に
四
人
は

N
産
業
の
他
の
地
区
の
造
育
林
作
業
に
、
二
人

は
K
地
区
の
そ
れ
に
従
事
し
て
お
り
、
-
人
は
後
述
す
る

T
氏
に
雇
用
さ

れ
て
い
る
。

F
地
区
の
造
育
林
労
働
者
は
殆
ど
地
一
五
の
も
の
で
あ
る
が
、

U
組
及
び

T
氏
自
組
の

i
人
は
他
郡
出
身
者
で
あ
る
。
後
述
の
如
く
、

U
組
及
び
T

氏
の
組
の
労
働
者
は
噌
業
的
な
林
業
労
働
者
で
あ
る
e
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栂動日数別及び栂動月数別的働者数一五地区一第34去

林
業
労
働
の
存
在
形
態
(
三
)

し
一
い
一
い

9 " 
10 f! 

11 " 
12 !I 

合計

次
に

K
地
区
の
造
育
林
労
働
者
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
ロ
第
M
A

表
の
一
百

す
如
く
、
労
働
者
五
八
人
、
そ
の
年
同
昨
胎
動
日
数
は
て
九
七
四
日
で
、

一
人
当
り
年
間
棟
割
日
数
は
三
四
日
で
あ
り
、

F
拙
区
の
造
育
林
労
働
者

に
比
し
て
労
働
者
数
は
や
や
少
い
が
、
そ
の
稼
動
日
数
は
は
る
か
に
多
い
。

男
子
四
五
人
、
女
子
二
一
人
で
あ
る
。

稼
動
日
数
別
に
み
れ
ば
年
間
一

O
日
未
満
の
も
の
が
最
も
多
く
二
七
人

で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
で
一

O
J
二
五
日
の
も
の
一
六
人
で
あ
る
が
、
一

0
0日
以
上
の
も
の
が
七
人
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
労
働
者
の
大
半
が
年
間

稼
動
日
数
二
五
日
未
満
で
あ
る
が
、
そ
の
稼
動
日
数
は
総
稼
動
日
数
の
一

九
・
七
%
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
年
同
稼
動
日
数
一

O
O日
以
上

の
七
人
の
稼
動
日
数
は
総
称
動
日
数
の
六
三
二
%
に
達
し
て
い
る
。
ま

た
男
女
別
に
こ
れ
を
み
れ
ば
、
女
子
労
力
者
の
比
重
は
極
め
て
低
く
一
総
稼

動
日
数
は
僅
か
七
二
日
で
、
一
二
人
り
う
ち
年
間
続
動
日
数
一

O
日
未
満

一
一
人
、
一

0
1
二
五
日
一
人
で
あ
り
、
一
一
五
日
以
上
の
も
の
は
す
べ
て

男
子
労
働
者
で
あ
る
。

稼
動
H
数
別
に
み
れ
ば
一
カ
月
の
も
の
最
も
多
く
二
六
人
、
こ
れ
に
つ

い
で
二
カ
月
一
二
人
で
、
こ
の
同
者
で
総
数
の
六
五
五
%
を
し
め
て
お

り
、
四
カ
月
六
人
、
一
二
、
ヵ
月
四
人
で
、
そ
れ
以
上
の
も
の
は
極
め
て
少
い

が
、
一
一
及
び
一
二
カ
月
の
も
の
が
各
二
人
及
び
三
人
存
在
す
る
こ
主
は

注
目
さ
る
べ
き
で
あ
る
う
。
作
業
種
は

F
地
区
に
お
け
る
と
同
様
で
あ
る
。

E
地
区
に
お
け
る
造
育
林
労
働
者
も
男
子
労
働
者
を
主
体
と
し
臨
時
的

労
働
者
が
大
多
数
を
し
め
て
い
る
が
、
他
方
に
お
い
て
は
少
数
な
が
ら
稼

持
λ
十
三
巻
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林
業
労
働
円
一
存
在
形
態
(
一
二
)

動
日
数
ほ
ぽ
一

O
O日
を
こ
え
、
稼
動
月
数
一
一
カ
月
以
上
の
労
働
者
も

存
在
す
る
。
後
者
は
実
質
的
に
は
常
傭
労
働
者
で
あ
る

Q

な
お
E
地
区
の
造
育
林
労
働
者
の
う
ち
、

E
地
区
の
造
育
林
作
業
に
の

み
従
事
す
る
も
り
は
三
三
人
で
あ
る
。
他
の
二
五
人
の
う
ち
、
二
ハ
人
は

R
会
社
の
直
傭
労
働
者
で
伐
出
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
六
人
は
U
組
の
労

働
者
で
あ
り
、
三
人
は
F
地
区
の
造
育
林
労
働
者
で
あ
る
。

R
会
社
直
傭

の
一
六
人
の
う
ち
二
人
は
E
労
働
組
合
員
で
あ
り
、
一
人
は

F
地
区
の
造

育
林
労
働
者
で
も
あ
る
。

K
地
区
の
造
育
林
労
働
者
主
と
し
て
地
一
五
出
身
で
あ
る
が
、
九
人
は
村

外
の
も
の
で
あ
る
。

造
育
林
労
働
者
は
地
元
出
身
の
男
平
労
働
者
を
主
体
、
と
し
、
臨
時
的
性

格
官
有
す
る
が
、
少
数
な
が
ら
実
質
的
に
は
常
傭
労
働
者
が
存
在
し
て
い

る
u

主
た
、
労
働
者
の
地
区
聞
の
流
動
及
び
職
種
間
の
流
勾
か
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ψ

ω詰
負
伐
出
品
植
は
伐
木
造
材
D
U
組
、
集
運
材
の

T
氏
及
び
両
者

を
か
ね
る
E
会
社
の
請
負
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
者
に
お
け

る
労
働
力
の
構
成
及
び
性
格
ほ
各
々
具
勺
て
お
り
種
々
の
問
題
を
示
し
て

い
る
が
、
後
に
比
較
検
討
す
る
。
但
し
紙
数
の
制
約
も
あ
り
、
そ
の
詳
細

な
分
析
は
別
の
機
会
に
譲
り
、
そ
の
一
般
的
な
性
格
を
S
産
業
の
組
頭
制

度
と
の
対
比
に
お
い
て
考
察
す
る
に
L

と
ど
め
る
。

八

部

八

」
l

一一巻

J'、

六
回
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四
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請
負
関
係

N
産
業
は
育
林
過
程
の
労
働
者
を
一
陣
按
居
傭
L
、
伏
出

過
程
の
労
働
者
〉
」
は
請
負
人
を
聞
に
し
て
相
対
し
て
い
る
こ
と
は
、
す
で

に
触
れ
た
と
乙
ろ
で
あ
る
。
昭
和
三
二
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
末
日

ま
で
の
聞
に
N
産
業
主
伐
木
搬
出
作
業
の
請
負
契
約
を
結
ん
だ
も
の
は
、

N
作
業
請
負
組
合
、

W
作
業
請
負
組
合
、

U
組、

T
氏
お
よ
び

R
会
社
で

あ
る
。U

組
は
、
伐
木
単
円
で
あ
り
、
五
月
一
日
に

F
地
区
の
素
材
石
数
、
一

三、

0
0
0七
の
伐
木
造
材
を
、
翌
年
三
月
末
日
ま
で
の
期
限
で
請
負

っ
て
い
る
。
請
負
単
価
は
石
当
り
八
八
円
で
、
そ
の
内
訳
は
伐
木
同
五
円
、

造
材
凹
コ
一
円
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の

U
組
と
の
契
約
書
に
の
み
、
伐
木
造

材
夫
を
新
し
く
雇
入
れ
る
ば
あ
い
に
あ
ら
か
じ
め
N
産
業
に
申
出
て
承
認

を
受
く
べ
き
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
契
約
書
に
の
み
、

U
氏
品
川
何
名
と
明
記
さ
れ
て
い
て

U
組
の
組
頭
U
氏
は
単
に
筆
頭
名
儀
人

と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
存
在
に
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
S

産
業
の
所
で
の
ベ
士
よ
う
に
、
伐
木
造
材
の
組
が
本
来
の
組
頭
制
度
の

解
体
し
つ
つ
あ
る
も
の
左
な
っ
て
い
る
こ
と
を
一
部
す
も
の
で
あ
る
。

T
氏
は
、
搬
出
専
問
の
請
負
人
で
あ
る
。
運
材
に
必
要
な
索
道
資
材
を

所
有
し
、
会
社
か
ら
捲
拐
に
必
要
な
発
動
機
、
ウ
イ
ン
チ
、
捲
揚
滑
草
を

借
り
て
、
地
克
労
働
者
を
雇
傭
し
て
搬
出
を
行
っ
て
い
る
。
一

O
月
に
、

U
氏
等
が
伐
木
、
造
材
し
た
素
材
一
三
、

0
0
0石
お
よ
び
足
場
丸
太
三
、

三
0
0本
の
澱
出
を
事
一
年
七
月
末
日
の
期
限
で
需
負
勺
て
い
る
。
週
材
単

価
は
、
石
当
り
二
五

O
円
、
足
場
丸
木
一
本
に
つ
き
五

O
円
で
あ
る
。



N
作
業
請
負
組
合
お
よ
び

W
牢
需
負
担
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

N
お
よ
び

W
白
地
区
の
作
業
所
に
お
い
て
撫
育
過
程
で
必
要
L

と
さ
れ
る
間
伐
目
搬
出

を
請
負
う
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
地
元
部
帯
の
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
組

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
搬
出
の
た
め
の
機
械
を
も
た
ず
、
素
材
捲
揚
用
機
械

お
よ
び
索
道
資
材
を
N
産
業
か
ら
借
用
し
て
い
る
。

N
作
業
請
負
組
合
は
、

七
月
一

O
日
に
、

N
地
区
作
業
所
の
間
伐
材
一
コ

0
0
0石
の
伐
木
・
造
材

お
よ
び
描
出
を
翌
年
六
月
末
日
ま
で
の
期
限
で
請
負
っ
て
い
る
。
請
負
単

価
は
第
お
表
に
却
す
通
り
で
あ
り
、
場
所
に
よ
っ
て
三
八
九
円
、
二
六
五

円
、
四
一

O
円
と
か
な
り
ひ
ら
き
O
あ
る
三
通
り
に
わ
け
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
り
単
価
の
差
異
を
も
た
ら
す
主
要
な
も
の
は
運
材
費
で
あ
る
こ
左
が
知

ら
れ
る
。
ま
た
間
伐
で
あ
る
だ
け
に
、
皆
伐
を
行
勺
て
い
る

U
組
な
ど
に

比
較
し
て
伐
木
造
材
単
怖
が
梢
々
高
く
な
勺
て
い
る
。

W
作
業
請
負
組
合
は
、
六

月一

O
日
に
、

W
地
区
作
業

所
の
間
伐
材
六
、
五

0
0
0

石
の
伐
木
・
造
材
お
よ
び
搬

出
を
翠
年
三
月
末
日
ま
で
の

期
限
で
請
負
い
、
さ
ら
に
=
一

月
一
五
日
に
は
新
し
く
二
千

石
を
請
負
っ
て
い
る
。

R
会
社
は
、

K
地
区
作
業

所
の
伏
木
・
造
材
お
よ
び
隙

林
業
労
働
の
存
在
形
態
合
一
)

出
を
、
六
月
一
日
に
翠
年
一
月
末
日
ま
で
の
期
限
で
-
一
、

0
0
0石、

一
O
月
一
二
日
に
神
年
三
月
末
日
ま
で
の
期
限
で
一
二
、
五

O
口
一
石
、
一
月

二
O
百
に
一
二
月
末
日
ま
で
の
期
限
で
一
七
、

0
0
0石
請
負
っ
て
い
る
e

こ
の
R
会
社
に
つ
い
て
は
科
土
許
細
な
説
明
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
会

社
は
、
昭
和
二

O
年
に
、
現
在
の

O
村
周
辺
の
五
カ
町
村
が
共
同
出
資
し
、

資
本
金
九

0
0万
円
で
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
で
は
資
本
金
一
、
ニ

0
0万
円
に
な
っ
て
い
る
が
、
託
長
は
県
会
議
員
H
氏
で
あ
る
。

f
I
木、

建
設
、
木
工
、
旅
館
、
輸
送
、
商
事
左
手
広
〈
行
り
て
い
た
が
、
三
二
年

一
一
月
か
ら
機
械
部
、
木
材
部
、
製
材
工
場
の
三
部
門
に
縮
少
し
、
土
木

は
R
土
木
建
設
会
社
な
る
子
会
社
E
L
て
分
離
し
た

D

機
械
部
は
林
業
機

械
の
製
作
主
投
機
具
、
発
動
機
の
販
売
を
行
い
、
木
材
部
は
木
材
の
伐

採
搬
出
を
請
負
い
、
製
材
工
場
は
M
町
と
H
村
に
あ
る
。

M
町
製
材
工

場
は

S
林
業
D
賃
掃
き
を
主
と
し
て
他
の
個
人
の
も
の
の
賃
探
き
も
合
干

取
抜
い
、

H
村
製
材
工
場
で
は
国
有
林
か
ら
澗
葉
樹
む
払
下
げ
を
う
け
、

鉄
道
枕
木
平
木
工
川
半
製
品
を
作
っ
て
い
る
。
機
械
部
、
木
材
部
お
よ
び

二
つ
の
製
材
工
場
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
採
算
制
に
な
っ
て
い
る
が
、
営
業
成

演
は
機
械
部
と
木
村
部
が
順
調
で
あ
る
。
木
材
部
マ
は
、
こ
れ
ま
で
呂
鉱

山
の
坑
木
、

N
産
業
、

K
林
材
、

S
林
業
の
伐
木
集
運
材
た
ど
を
行
勺

て
き
た
が
、
そ
の
な
か
で
N
産
業
と
S
林
業
の
仕
事
が
最
も
大
き
い
。

5

林
業
の
仕
事
は
昭
和
二
五
年
か
ら
二
八
年
ま
で
の
聞
で
そ
の
後
に
は
な
く
、

そ
の
代
り
昭
和
二
八
年
八
月
か
ら
N
砕
業
の
仕
事
を
し
て
い
る
。

請
負
単
伽
は
他
の
ば
あ
い
に
比
較
し
て
安
く
な
一
り
て
い
る
。
六
月
一
日

第
八
十
三
巻
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林
業
肯
働
の
存
在
形
態
(
三
)

去

に

な

さ

れ

た

契

約

に

つ

酬

い

て

そ

の

例

主

主

ば

出

第

お

衰

の

通

り

で

あ

る

。

り

こ

こ

で

は

皆

伐

で

あ

る

t
 

日

引

か

ら

U
組
の
ば
あ
い
正

R

伐
木
造
材
の
単
価
が

怯

比

較

さ

れ

る

の

で

あ

る

3
 

第

が

、

U
組
の
ば
あ
い
に

八
八
円
で
あ
っ
た
の
に
た
い
し
て
八

O
円
以
下
に
た
っ
て
い
る
。
労
災
保

険
料
が
含
ま
れ
て
い
る
の
は
、
こ
こ
で
は

R
会
社
が
労
働
者
を
雇
っ
て
事

業
を
し
で
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
他
の
ぱ
あ
い
に

N
産
業
が
支

払
っ
て
い
る
労
災
保
険
料
を
E
会
社
が
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
こ

こ
に
計
上
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
他
に
附
時
契
約
書
で
請
負

事
業
を
完
了
し
た
と
き
に
R
会
社
に
た
い
し
て
請
負
金
額
以
外
に
企
業
利

誌
と

LrL
石
当
り
二
心
円
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
企

業
利
益
が
特
別
に

R
会
討
に
た
い
し
て
の
み
支
払
わ
れ
て
い
る
の
は
、

R

会
社
と
そ
こ
で
働
い
て
い
る
労
働
者
と
り
特
殊
な
関
係
に
よ
る
も
の
で
あ

る。

R
会
社
が
N
産
業
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
二
八
年

八
月
で
あ
る
が
、
そ
の
仕
事
は
そ
れ
ま
で
E
労
働
組
合
が
行
っ
て
き
た
も

の
で
あ
る
。
仕
事
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
K
労
働
組
合
は
解
一
雇
に
反
対
し

て
争
議
に
入
り
、
結
局
地
労
委
の
斡
旋
で
、

E
労
働
組
合
は

R
会
社
、
と

N

産
業
と
の
聞
に
結
ば
れ
た
請
負
契
約
で
R
会
社
か
ら
再
下
請
す
る
こ
と
に

亘主主戸l
伐木造型12

材

索 道-16

竺竺型I~
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集
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四
号
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な
り
、

N
産
業
は
R
A
E
仕
に
請
負
金
額
の
他
に
企
業
利
益
を
支
払
う
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の
後
、

K
労
働
組
合
は
、
年
同
を
通
じ
て
の
仕
事
の
全
部

を
丹
下
請
で
行
う
の
で
は
な
く
、

R
会
社
に
直
接
震
わ
れ
て
す
る
仕
事
の

比
重
が
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
企
業
利
益
白

支
払
は
な
お
推
続
L
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

N
産
業
は
直
接
的
な

関
係
に
あ
っ

t
k労
働
組
合
と
の
聞
に

R
会
社
主
介
入
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
た
代
償
と
し
て
請
負
金
額
以
外
に
企
業
利
益
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、

R
会
社
が
介
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
N
産

業
と
の
直
接
的
な
関
係
を
絶
ち
切
ら
れ
た
K
労
働
組
合
主
は
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
か
。
企
業
利
益
と
し
て
支
払
わ
れ
て
い
る
も
の
の
件
格
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
こ
こ
で
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

E
労

働
組
合
は
、
当
初
は
、

N
作
業
請
負
組
合
平
W
作
業
請
負
組
合
に
類
似
し

た
も
の
ゼ
、

K
地
区
の
作
業
所
。
伐
採
に
従
事
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
作

議
詰
負
組
合
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
ロ
そ
れ
が
、
年
に
N
産
業
の
仕
事
を

請
負
っ
て
い
る
う
ち
に
索
道
な
ど
の
生
産
手
段
古
購
入
し
て
ゆ
き
、
こ
の

生
産
手
段
の
所
有
合
媒
介
に

L
て
組
合
員
の
結
合
が
強
固
な
も
り
と
な
り
、

一
方
年
々
継
続
じ
て

N
産
業
の
み
の
仕
事
に
従
事
す
る
と
こ
ろ
か
ら
N
産

業
自
従
業
員
の
よ
う
な
意
識
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、

E
労
働
相
合
と
し
て

総
評
高
知
地
一
評
に
加
入
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
ロ
乙
こ
で
K
労
働
組
合
員

が
生
産
手
段
の
一
一
怖
を
所
有
し
て
団
体
請
負
吉
行
い
な
が
ら
他
方
で
労
働

組
合
と
L
て
の
白
覚
を
強
め
て
い
っ
た
こ

t
は
決
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は

な
く
、
奈
良
県
吉
野
山
林
労
働
組
合
な
ど
に
も
み
ら
れ
る
こ
〉
で
、
む
し



ら
林
業
労
働
者
が
現
在
の
条
件
下
に
労
働
組
合
を
結
成
し
て
ゆ
く
ば
あ
い

の
一
般
的
な
過
程
で
あ
る
。
し
か
し
、
作
業
請
負
組
合
が
労
働
組
合
と
し

て
の
性
格
を
濃
厚
に
す
る
こ
と
は
、
林
業
資
本
に
と
っ
て
は
必
ず
し
も
望

ま
L
い
r
と
で
は
な
い
。

L
L

い
う
の
は
、
林
業
が
企
業
と
し
て
の
性
格
を

強
く
す
る
に
つ
れ
て
、
は
っ
き
り
と
前
面
に
浮
び
上
っ
て
く
る
林
業
資
本

は
、
恒
常
的
に
林
業
労
働
者
を
必
要
、
と
す
る
。
そ
し
て
、
す
で
に
見
た
よ

う
に
年
間
二
五

O
日
以
上
も
稼
働
す
る
労
働
者
が
林
業
機
械
化
の
結
果
、
と

L
て
生
み
出
さ
れ
て
く
る
に
つ
れ
て
、
何
常
的
に
林
業
労
働
に
従
事
す
る
、

身
許
の
確
実
な
労
働
者
を
望
む
よ
う
に
な
る
。

N
産
業
の
よ
う
に
隣
接
し

た
数
団
地
に
お
い
て
植
林
か
ら
畑
出
ま
で
を
訂
劃
的
に
行
う
こ
と
の
で
き

る
資
本
に
唱
と
っ
て
、
こ
の
希
望
は
と
く
に
大
き
い
。
季
節
的
な
労
働
者
干
、

あ
b
こ
ち
の
山
を
移
動
し
て
廻
る
労
働
者
は
、
次
第
に
影
を
薄
く
し
て
ゆ

く
。
と
こ
ろ
が
こ
の
過
程
は
、
同
時
に
、
休
業
労
働
者
に
、
年
間
を
通
じ

て
、
ま
た
数
年
に
i

わ
た
っ
て
就
業
し
て
い
る
経
営
の
従
業
員
で
あ
る
と
い

う
意
識
を
生
じ
さ
せ
、
そ
こ
に
労
働
組
合
を
結
成
し
よ
う
と
い
う
動
き
を

め
ば
え
さ
せ
る
。
林
業
資
本
は
、
資
本
と
し
て
は
小
規
模
な
も
の
で
あ
り
、

そ
の
伐
採
量
は
他
の
経
済
的
夏
因
に
よ
っ
て
変
動
し
易
い
。
そ
こ
で
、
恒

常
的
な
労
働
者
を
必
要
と
す
る
反
面
、
雇
傭
労
働
者
数
を
自
由
に
増
減
し

た
い
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
い
る
。
労
働
者
が
作
業
請
負
組
合
と
し
て
相

対
し
て
い
る
限
り
、
会
社
は
慌
常
的
な
労
働
者
を
確
保
し
、
そ
の
労
働
者

に
た
い
し
て
U
組
と
の
契
約
書
忙
明
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
新
規
採
用
の

際
に
は
直
接
に
監
視
し
て
い
な
が
ら
、
し
か
も
自
由
に
雇
傭
労
働
者
数
を

林
業
労
働
の
存
在
形
態
つ
一
)

増
減
で
き
る
。
そ
の
作
業
請
負
組
合
が
労
働
組
合
に
変
る
こ
と
は
、
居
傭

労
働
者
数
白
白
出
た
調
節
に
た
い
す
る
虹
抗
を
生
じ
る
。
そ
こ
で
林
業
資

本
は
、
あ
く
ま
で
も
作
業
詰
負
組
合
主
介
す
る
よ
う
な
形
で
労
働
者
と
相

対
し
た
い
と
欲
す
る
。
こ
れ
が
、

K
労
働
組
合
が
労
働
組
合
、
少
し
し
て
の
性

格
を
濃
厚
に
し
た
上
肯
に
、

N
産
業
い
か
、
た
と
え
企
業
利
益
を
請
負
金
額

以
列
に
文
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
犠
牲
を
は
ら
っ
て
ま
で
も
、

E
労
働
組
合
と
の
間
に

R
会
社
を
介
入
さ
せ
た
理
由
で
あ
る
主
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
+
度
確
立
さ
れ
た
関
係
は
、
資
木
対
労
働
の
関
係
に
よ
っ
て

変
形
な
い
し
変
質
さ
壮
ら
れ
て
ゆ
く
。

K
労
働
組
合
の
労
働
組
合
と
し
て

の
活
動
が
な
お
低
調
た
同
に
、
企
業
利
品
を
払
う
と
い
う
形
態
は
そ
の
ま

ま
で
も
、
請
負
金
額
円
切
下
げ
に
よ
っ
て
、
実
質
的
に
は
企
業
利
誌
を
支

払
わ
な
い
の
と
同
様
巳
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

R
会
社
と
の
請
負
単

佃
が
他
に
比
べ
て
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
は
、
他
の
条
件
と
と
も
に
こ

の
こ
と
も
ま
士
考
聴
巳
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

に
み
て
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
請
負
金
額
以
外
に
支
払
わ
れ
る
企

業
利
益
は
、
た
だ
資
本
主
労
働
と
が
匝
接
的
に
相
対
す
る
と
こ
ろ
へ

R
会

社
が
介
入
す
る
こ
と

rた
い
す
る
対
価
主
し
て
支
払
わ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

請
負
契
約
書
を
通
じ
て
み
ら
れ
る
事
業
所
主
ニ
つ
の
組
、

T
氏
お
よ
び

R
会
社
の
関
係
を
整
理
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

同
伐
に
従
事
し
て
い
る
も
の
は

W
お
よ
び

N
の
作
業
背
負
組
合
の
み
で
、

他
は
い
つ
れ
も
骨
材

r関
係
し
て
い
る
。
伏
木
造
材
あ
る
い
は
搬
出
の
い

節
人
十
三
巻
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li 
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林
業
労
働
の
存
花
形
態
三
一
)

守
つ
れ
か
を
専
聞
に
し
て
い
る
の
は
口
組
(
伏
木
造
材
)
と
T
氏
(
搬
出
)

の
両
者
で
あ
っ
て
、
他
は
い
づ
れ
も
伏
木
造
材
と
搬
出
と
を
兼
ね
て
い
る
。

大
き
な
生
産
千
段
を
有
す
る
請
負
人
と
し
て
は

T
氏
が
あ
る
の
み
で
、
他

は
い
ず
れ
も
大
き
な
生
産
手
段
を
持
た
ず
、
必
要
な
と
女
一
に
は
事
業
所
か

ら
借
用
し
て
い
る
。
た
だ
、

E
労
働
組
合
も
報
道
な
ど
を
持
っ
て
い
る
が
、

N
産
業
と
直
接
に
契
約
を
結
ん
で
お
、

2
9、
R
会
社
か
ら
再
干
請
を
受
け

た
ば
あ
い
に
そ
れ
を
使
用
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
皆
伐
に
関
係
し
て
お
り
、

そ
の
た
め
に
か
な
り
白
固
定
し
た
人
数
を
有
ず
る
U
組
、

T
氏、

R
ム一五社

の
三
者
に
つ
い
て
更
に
詳
細
な
検
討
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
三
告

の
み
が
ま
た
O
村
内
あ
る
い
は
そ
れ
に
隣
接
し
た
作
業
所
に
関
係
し
て
お

り
、
。
村
と
の
関
係
で
検
討
を
行
う
ば
あ
い
に
は
、
こ
の
三
者
に
限
ら
れ

て
く
る
と
い
う
理
由
か
ら
で
も
あ
る
。

九

請
負
契
約
書
に
示
さ
れ
て
い
る

U
組、

T
氏
お
よ
び
R
会
社
の
性
格
は
、

そ
の
内
部
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
る
。

U
組
は
、
九
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
U
氏
が
昭
和
二
九
年
に

N
産
業
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
組
員
は
七
名
で
い
づ

れ
も
U
氏
の
郷
里
の
出
身
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
も
九
人
の
組
員
の
う
ち

地
一
ん
出
身
者
は
二
人
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
地
一
ん
出
品
者
と
、
そ
の
う
も
の

一
人
と
結
婚
し
た
U
氏
の
娘
を
除
い
て
は
、
い
ず
れ
も
飯
場
で
生
活
し
て

い
る
。
九
人
の
組
員
に
は
、

U
氏
と
そ
の
妻
、
息
子
、
娘
、
娘
婿
の
五
人

第
八
十
三
巻

二
八
六
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世

一

人

一

一

-J

が
含
ま
れ
て
い
る
ロ
誰
を

;
2
i
D一

2
1
!

Mm
一

rill--十
l
|
1
1
1
1
1
1
1
ー
上
頼
っ
て
組
に
入
っ
た
か
を

昨

玉

一

ー

二

一

1

三
み
れ
ば
、

N
産

業

主

業

作互い
Z

F

L

L
所
官
通
じ
た
も
の
は
三
人

瑚

亙

パ

斗

コ

」

ー

」

L、
他
は
U
民
主
直
接
の

J
h〈
吋
竺

ω一
叩
一

ω一
一
関
係
に
な
っ
て
い
る
ロ
し

表

一

~

J

U

~

十

~

~

~

計

↑

院

¥

仙

川

幻

剖

4

日
一
一
か
し
、
こ
の
組
に
入
る
ま

節

悔

「

い

ト

I
L
-
-ト
ー
ト
|
|
「
|
一
で
の
前
腔
を
み
れ
ば
、

U

民
の
家
族
四
人
を
除
け
ば
、
二
人
が
T
氏
の
組
、
二
人
が
K
作
業
所
、
一

人
が
S
作
業
所
と
い
ず
れ
も
N
産
業
の
作
業
所
で
働
い
て
い
た
。
年
令
別

構
成
は
第
訂
表
の
通
り
で
あ
る
。

U
氏
を
最
年
長
者
と
し
、
三
人
を
除
い

ヤ
は
い
ず
れ
も
三

O
歳
未
満
の
働
き
ざ
か
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
経
験
年

数
は
き
わ
め
て
長
く
、
そ
乙
で
林
業
労
働
就
業
期
間
率
は
五

O
%
一人、

八

O
%
一
人
、
一

0
0
%五
人
と
非
常
に
高
く
な
勺
て
い
る
。
こ
の
林
業

労
働
就
業
期
間
半
の
高
さ
は
こ
れ
ら
り
組
員
が
高
度
に
専
業
化
白
進
ん
だ

近
代
型
労
働
者
で
あ
る
こ
と
を
物
語
q

て
い
る
が
.
こ
の
と
を
は
こ
の
組

員
に
耕
地
お
よ
び
山
林
の
所
有
者
が
全
然
な
く
、
ま
っ
た
く
農
業
か
ら
切

り
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
碓
寸
抗
さ
れ
る
。
組
員
に
と
っ
て

林
業
労
働
の
み
が
唯
一
の
収
入
悦
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
後
に
示
す
月

刷
稼
働
労
働
高
実
数
(
第
剖
訣
)
中
年
間
政
働
日
数
(
帯
血
室
)
に
も
物

需
ら
れ
て
い
る
L

乙
こ
ろ
で
あ
り
、

U
組
が
伐
木
作
業
に
と
り
か
か
ら
な
か

っ
た
四

H
に
お
い
て
他
の
作
業
所
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
こ

E
は
す
で



に
触
れ
た
通
り
で
あ
る
。

U
氏
の
請
負
り
た
山
林
は
幾
つ
も
に
区
分
し
て

拙
銭
を
行
い
、
組
員
の
組
当
を
決
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば

U
氏

を
含
め
て
各
組
員
は
平
等
の
立
場
に
立
ち
、
稼
高
は
た
だ
各
人
の
能
力
と

就
労
時
間
に
左
右
さ
れ
る
こ

E
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
事
業
所
か
ら
U
氏

に
特
別
の
手
当
が
出
さ
れ
で
い
な
い
り
で
、
各
組
夫
の
受
取
賃
金
の
一
部

か
ら
U
氏
に
手
当
を
出
し
て
い
る
ω

作
栄
の
監
督
に
は
N
民
業
の
職
員
が

U
氏
と
と
も
に
あ
た
っ
て
い
る
。
請
負
金
は
一
括
し
て
U
氏
に
渡
さ
れ
、

U
氏
か
ら
各
組
犬
に
分
配
え
一
れ
て
い
る
。

T
民
は
索
道
資
材
等
を
所
有
し
て
い
る
。
こ
の
ご
と
が
彼
の
組
の
性
格

を
他
の
も
の
と
全
く
異
な
っ
た
も
の
に
し
て
い
る
。
さ
き
に
み
た
N
産
業

と
の
請
負
契
約
は
、
こ
の
組
の
労
働
者
の
賃
金
に
直
接
的
な
関
係
を
も
た

な
い
。
こ
の
組
で
は
二
一
人
の
人
が
働
い
た
が
、
そ
の
う
ち
五
人
は
T
氏

自
身
と
ぞ
の
息
子
で
あ
る
む
他
の
一
六
人
は
い
づ
れ
も
地
E
労
働
者
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
日
給
で
T
氏
に
傭
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
新
規
採
川
に
際
し

可

司

円

引

寸

」

川

司

日

」

て

は

T
氏
は
地
元

下
1
4
1
1
1
l
i
l
i
-
-ー
ー

上

部

落

の

常

会

の

席

の
成
「
干
川
|
一
一
寸
|
」
寸
」

雄一

μ
L同
下

E

E
上
で
希
望
者
三

氏
帥

E
刀ピ

το
一

一

ー

工

二

の

り

、

T
氏
の
所

T
年

明

J

「

一

」

「

ょ

に

頼

み

に

米

た

者

緑

空

間

ω
一

旦

印

問

一

を

直

接

に

雇

傭

す

林
業
労
働
白
存
在
形
態
(
三
)

あ
る
。
請
負
金
は
一
括
し
て

T
氏
に
泣
き
れ
‘

T
氏
が
各
労
働
者
に
賃
金

を
支
払
う
。
賃
金
は
日
給
額
と
出
役
日
数
に
よ
っ
て
き
ま
る
。

T
氏
と
そ

の
子
供
述
は
搬
出
の
速
度
を
決
定
す
る
重
要
な
ポ
ス
ト
に
つ
き
、
他
の
人

達
は
そ
れ
に
附
随
す
る
刊
業
を
行
う
。
指
出
の
速
度
、
す
な
わ
ち
労
働
の

密
度
は
搬
出
機
械
と
そ
の
重
要
な
部
分
を
握
っ
て
い
る
T
氏
一
家
に
完
全

に
抑
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
年
令
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

T
氏
を
除
い

て
、
い
づ
れ
も
四
O
J戚
未
拙
で
あ
る
と
と
が
注

H
さ
れ
る
。
経
験
年
数
は

き
わ
め
亡
矩
く
、

T
氏
と
そ
の
子
供
を
除
け
ば
、
四
年
の
も
の
二
人
、
一
二

年
の
も
の
一
人
で
、
他
は
い
づ
れ
も
ご
年
な
い
し
一
年
と
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
り
て
、
林
業
労
働
就
業
期
間
平
も
ま
た
き
わ
め
て
低
い
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
労
働
占
は
、
耕
地
ニ
反
、
山
林
一
町
五
反
を
持
つ
一
名
を
除
い

て
は
、
い
つ
れ
も
耕
地
も
山
林
も
持
っ
て
居
ら
ず
、
た
だ
そ
の
労
働
力
の

み
を
収
入
源
正
し
て
い
る
。
前
監
は
、
廻
叫
広
勤
務
一
、
製
菓
業
一
を
除

け
ば
、
い
ず
れ
も
農
業
手
伝
と
な
っ
て
い
る
。
地
元
部
落
の
林
業
労
働
に

あ
ま
り
経
験
を
持
た
な
い
人
が
、
執
練
を
あ
ま
り
要
求
さ
れ
て
い
な
い
仕

事
に
雇
わ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
組
の
労
働
者
の
性
械
で
あ
ろ
う

η

そ
し
て
、
か
な
り
経
験
年
数
も
長
く
、
林
業
労
働
就
業
期
間
率
も
高
い

U

組
に
、
こ
の

T
氏
の
組
で
働
い
亡
い
た
者
が
一
一
人
も
い
た
こ
ー
と
は
、
こ
の

組
で
経
験
年
数
を
積
ん
だ
者
が
、
他
。
執
識
を
要
す
る
組
に
移
っ
て
行
く

こ
と
を
物
語
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か

O

R
会
社
は
、
そ
の
職
員
で
あ
る
現
場
係
長
を
通
じ
て
労
働
者
と
相
対
し

て
い
る

u

現
場
係
長
は

N
産
業
の
職
員
と
之
も
に
伐
木
の
区
分
別
け
、
各

第
八
十
三
巻
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区
分
毎
の

m価
の
決
定
主
抗
議
に
立
会
レ
、
搬
出
設
備
の
設
定
、
人
員
配

置
、
存
作
業
の
進
捗
状
況
の
監
督
を
行
い
、
さ
ら
に
単
独
で
人
犬
白
而
倒

特
に
飯
場
炊
事
の
食
料
補
給
お
よ
び
通
勤
者
へ
の
主
食
の
斡
旋
な
ど
を
担

当
し
て
い
る
。
四
一
歳
、
日
小
中
退
で
あ
る
が
、
有
野
川
流
域
の
木
材
搬

出
が
専
ら
筏
に
依
存
し
て
い
た
頃
の
筏
の
組
頭
で
あ
り
、

R
会
社
が
N
産

業
の
仕
事
を
詰
負
う
よ
う
に
な
っ
て
以
米
の
現
場
係
長
で
あ
る
。
一
七
歳

の
頃
か
ら
筏
削
に
な
り
、
五

O
人
位
の
伎
町
の
組
顕
で
あ
っ
た
が
、
昭
和

二
五
年
五
月
に
流
伐
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
、
そ
れ
ま
で
流
伎
に
よ
る

拠
出
を
請
負
っ
て
い
た
S
林
業
で
山
林
労
働
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、

そ
こ
で
S
林
業
の
仕
事
を
請
負
っ
て
い
た

R
公
社
、
と
の
閥
係
が
で
き
、
昭

和
二
十
八
年
に
R
会
社
が
N
昨
栄
町
仕
事
を
請
負
う
こ
と
に
な
る
と
、

S

林
業
か
ら
R
会
社
に
移
っ
て
現
場
係
長
と
し
て
K
拙
区
に
来
た
の
で
あ
る
。

妻
は
徳
品
県
二
一
好
都
で
一
町
坊
の
耕
地
の
農
業
を
針
み
、
ニ
人
の
息
子
は

そ
れ
ぞ
れ
高
校
を
卒
業
し
て
就
職
先
に
別
居
し
、
一
人
の
娘
は
医
専
を
卒

業
し
て
大
阪
市
に
嫁
し
、
自
ら
は
飯
場
生
活
を
し
な
が
ら
月
約
二
万
円
を

妾
に
送
金
し
て
い
る
@
K
労
働
組
合
が
高
下
請
を
す
る
ば
あ
い
を
除
い
て
、

賃
金
は
い
つ
れ
も
R
会
社
か
ら
各
人
に
支
払
わ
れ
る
。
ま
ず
N
産
業
が
作

業
の
出
来
高
に
応
じ
て
詰
負
金
額
の
八
割
を
R
会
社
に
一
括
し
て
支
払
い
、

そ
の
な
か
か
ら
各
人
に
賃
金
を
支
払
う
の
で
あ
る
。
伐
木
・
造
材
は
U
組

の
ば
あ
い
と
同
様
の
山
米
両
制
、
搬
出
の
ば
あ
い
に
は
日
給
に
な
っ
て
い

る。
そ
の
柑
は
、
第
川
崎
表
に
一
市
す
通
り
で
あ
る
。
こ
の
六
月
に
は
こ
の
労
働

節
人
十
三
者

ノ1、
ノ¥
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男

者
連
は
い
ず
れ
も
搬
出
に
従
事
し
て
い
た
ω

そ
こ
に
は
日
給
が
大
体
男
子

で
凹
五

O
円
な
い
し
七
五

O
円
、
女
子
三

0
0円
な
い
し
三
五

C
円
で
あ

り
、
こ
れ
を
K
労
倒
組
合
員
と
そ
れ
以
外
の
者
に
わ
け
て
み
る
と
、

E
労

働
組
合
員
に
は
四
在

O
円
か
ら
七
五
ひ
円
ま
で
の
と
こ
ろ
に
そ
れ
ぞ
れ
三

人
位
づ
っ
い
る
の
に
た
い
し
、
モ
れ
じ
外
の
辛
は
五

O
O
H
と八
Qυ
円

の
と
こ
ろ
に
集
っ
て
い
る
u

こ
れ
は
、

K
労
働
組
合
が
就
練
L
た
労
働
者

も
含
み
、
そ
れ
だ
け
で
搬
出
作
来
な
一
い
と
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
に
た
い

し
、
そ
の
他
の
労
働
者
に
は
就
練
者
が
少
い
こ
と
を
一
司
す
も
の
で
あ
る
。

O
村
に
は
S
鉱
山
が
あ
り
、
そ
の
た
め
産
業
別
世
帯
数
の
な
か
で
鉱
業

が
約
三
四
%
も
占
め
る
こ
と
は
第
お
表
で
示
じ
士
通
り
で
あ
り
、
ま
た
O

村
の
交
通
は
山
村
ー
と
し
て
は
ひ
ら
け
て
い
る
ほ
う
な
の
で
、
林
業
労
働
者

の
賃
余
も
他
の
労
働
占
の
貨
A
恨
の
影
響
を
う
け
る
。
そ
れ
で
他
の
労
働
者

の
賃
金
と
の
関
係
を
一
瞥
し
て
お
こ
う
。

S
鉱
山
に
は
坑
内
夫
は
五
百
人

な
い
し
J

ハ
百
人
あ
り
、
月
二
二
日
働
い
て
最
一
色
二
、

0
0
0円
、
最
低



二
一
、

0
0
0円
、
平
均
一
入
、
。
。
(
け
円
、
山
外
夫
は
二
五
日
働
い
て

一王、

0
0
0円
、
選
鉱
に
従
事
し
て
い
る
婦
人
労
働
者
で
平
均
九
、
八

0
0円
に
な
っ
て
い
る
。
良
業
労
働
者
と
村
内
の
道
路
工
事
な
一
ど
に
従
事

す
る
土
工
の
日
給
は
、
男
十
四
0
0円
な
い
し
四
五

O
円
、
女
子
二
四

O

円
な
い
し
二
五

O
円
で
あ
り
、
県
内
他
村
の
ぼ
あ
い
よ
り
は
柏
々
高
く
、

そ
の
た
め
に
大
規
模
な
道
路
工
過
を
行
う
ば
あ
い
に
は
労
働
者
は
他
村
か

ら
つ
れ
て
き
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

R
会
社
の
労
働
者
の
日
給
が
、
男

子
で
大
体
四
五

O
Hか
ら
七
五

O
円
ま
で
、
立
子
一
一
一

0
0円
な
い
し
三
五

O
門
に
な
っ
て
い
る
と
と
は
、
こ
の
日
給
が
拡
山
労
働
者
の
賃
金
よ
り
は

低
く
、
農
業
労
働
者
平
土
工
よ
り
は
一
同
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
一
目
し
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
日
給
を
村
内
の
他
の
林
業
会
社
S
林
業
の
も
の
之
比
較

す
る
と
、

S
林
業
は

N
産
業
よ
り
も
粉
々
低
い
が
仕
事
が
楽
だ
と
い
わ
れ

て
い
る
。

労
働
者
は
、
伐
木
・
搬
出
な
ど
の
作
業
工
程
に
よ
っ
て
専
問
化
さ
せ
ら

れ
て
お
ら
ず
、
現
場
係
長
白
人
員
配
置
に
従
っ
て
各
作
業
に
従
事
L
亡
い

る
白
一

O
人
余
り
の
者
が
飯
場
に
居
住
し
、
他
は
自
宅
か
ら
通
勤
し
て
い

る
。
飯
場
は
N
産
業
の
も
の
で
、

R
会
社
が
借
り
て
、

E
労
働
組
合
員
三

人
L

乙
組
合
に
入
っ
て
い
な
い
一

O
人
ば
か
り
が
生
活
し
て
お
り
、
そ
の
炊

事
の
た
め
に
炊
事
婦
一
人
が
R
公
社
に
匝
わ
れ
て
い
る
。

R
会
社
の
労
働
者
の
性
格
は
、
き
わ
め
て
流
動
的
で
あ
る
、
と
い
う
特
徴

を
も
っ
て
い
る
。
と
の
こ
と
は
、
ま
ず
月
別
労
働
白
実
数
に
一
目
さ
れ
て
い

る
(
節
叫
去

V

す
な
わ
ち
、

U
組
に
お
い
て
は
、
組
員
九
人
が
毎
日
月

林
業
労
働
の
存
在
形
態
(
三
)

)
働
い
て
い
る
。

T
氏
の
組
に
お
い
て

÷
も
、
月
に
よ
っ
て
の
紘
働
労
働
者
突

一
数
の
変
動
は
そ
れ
程
太
き
く
な
い
。

一
と
こ
ろ
が
、
U
R

会
社
で
は
、
月
に
よ

~
勺
て
稼
働
す
る
労
働
者
の
実
数
に
か

数

一

な

り

大

き

な

変

動

が

あ

る

。

こ

の

変

幅

一

動

は

労

働

者

の

出

入

に

よ

っ

て

も

た

耕

一

ら

さ

れ

た

も

の

で

あ

っ

て

、

稼

働

日

別

一

数

別

労

働

者

数

を

示

し

た

第

札

表

が

削

↓

そ

れ

を

面

別

し

て

い

る

。

R
会
社
に

同

-

は

年

間

一

0
0日
も
稼
働
し
た
い
労

謂

一

働

者

が

か

な

り

多

く

含

ま

れ

て

い

る

表

一

の

で

あ

る

。

さ

ら

に

、

と

こ

に

一

目

さ

叫

十

れ

て

い

る

労

働

者

が

、

U
組
の
ば
あ

j

一
い
に
は
調
査
時
に
も
大
体
変
化
な
く

一
そ
の
ま
主
だ
っ
た
の
に
た
い

L
て、

R
会
社
の
ば
あ
い
に
は
じ
六
人
の
う

一

b
三
五
人
が
昭
和
三
二
年
四
月
一
日

↑
か
ら
現
地
調
査
の
八
月
ま
で
の
一
六

カ
月
の
聞
に
離
職
L
、
一
名
が
死
亡
し
て
し
γ

る
。
そ
の
う
ち
で
も
、

K
労

働
組
骨
員
は
三
三
年
四
月
一
日
以
降
に
一
名
増
加
し
て
い
る
花
け
で
変
化

が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

ζ

の
一
七
名
を
除
い
て
考
え
れ
ば
、
実
に
三
二

第
八
十
一
一
一
巻
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十

人

1

1

j

7

一
2

…
年
四
月
か
ら
明
年
一
一
一
月
ま
で
の
問
に

ー

;

一

市
川
『
1
1
l
i
l
i
-
-
上
|
|
一

R
会
社
で
働
い
た
こ
と
の
あ
る
五
九

鵬
一
町
内

9
2
f
ω
一
名
の
う
ち
一
三
省
、
す
な
わ
ち
半
数

J

一

山
川
戸
∞
人
一
一
l
u
u
」
以
上
の
者
が
現
地
調
企
を
行
っ
た
入

:

町

数

7
引
寸
一
1
1
1
1
-
ー

l
一
月
ま
で
に
離
職
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

:

8

一

5
l
i
l
-
-
L
|
|
一
と
の
激
し
い
流
動
は
、
そ
白
主
主
R

稼
「
叩
人
一

3
一

一

別

瓦
l
M
-
一

3

一
4

一
会
社
の
性
格
士
、
そ
こ
に
働
く
労
働

組
円
必
川
l
ー
引
|
什
斗
川
川
l
一
者
の
性
格
を
物
語
る
も
り
で
あ
ろ
う
。

者

百

~

一

一

一

1

-

出
町
判
人
]
ー
」
日
わ
れ
わ
れ
の
調
査
も
、
こ
の
激
し
い

罰
和
M
I
l
l
-
-
L
|
|
一
流
動
性
に
妨
げ
ら
れ
て
、

E
労
働
組

古
川
、
組
一
氏
型
僻
一
合
員
の
全
員
主
飯
場
に
居
住
す
る
七

J

一

川
伊
友
生

E
直
↑
人
を
除
詞
判
可
イ
ー
-

色
U

T

副
創
刊
、
ic土
、

働

師

以

川

ド

い

己

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-
-
u
労
こ
殆
人
一
一

詳
細
な
調
査
を
h
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
業
数

E
U日一

2

5
一

出
身
地
の
わ
か
っ
て
い
る
四
六
名
に
つ
い
て
語
河
川
口

ι

み
れ
ば
、

O
村
三
六
名
、
県
内
他
町
村
二
叶
扮
一
叫
姉
叶
寸
斗

;

一

!

名
、
他
府
県
九
毛
と
な
っ
て
い
る
。
経
験
年
に
半
万
制
サ
|
|
上

社
同
一
切
満

1

二

数
お
よ
び
勤
続
年
数
の
わ
か
っ
て
い
る
三
四
会
期
開
怖
い
ド
川
己

名
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
第
招
表
の
通
り
で
あ

R
菜
一
業
一
合
傭

り
、
林
署
働
就
業
期
間
半
突
き
く
、

k

勺
一
畑
、
一
附
叩

く
に
E
労
働
組
合
員
は
非
常
に
大
き
い
こ
と
日
一
都
町
一
同
一
は

が
知
ら
れ
る
。
耕
地
お
よ
び
山
林
所
有
状
況
一
林
則

E

I

第
八
十
三
巻
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じ

の
判
明
し
た
三
五
人
の
う
ち
、
僅
か
で
も
耕
地
お
よ
び
山
林
を
所
有
す
る

者
は
九
人
に
す
ぎ
な
い

G

さ
ら
に
こ
の
な
か
で
、
白
ら
民
業
労
働
を
も
行

っ
て
い
る
者
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
農
業
は
家
族
に
ま
か
せ
て
林
業
労
働
に

専
念
し
て
い
る
者
が
大
部
分
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

N
産
業
の
伐
出
過
程
の
労
働
者
は
、
そ
の
大
部
分
が
農

業
か
ら
切
離
さ
れ
、
そ
の
労
働
力
の
み
を
収
入
源
と
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
か
な
り
の
熟
練
を
要
す
る
伐
木
・
造
材
の
み
を
専
ら
行
っ

て
い
る
U
組
に
お
い
て
は
、
経
験
年
数
の
長
い
、
ま
た
林
業
労
働
就
業
期

間
率
の
高
い
労
働
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
専
ら
搬
出
の
み
を
請
負
っ
て

い
る
T
氏
の
組
に
お
レ
て
は
、
生
産
手
段
と
重
要
な
ポ
ス
ト
を
T
氏
一
家

に
掌
握
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
一
犀
わ
れ
て
い
る
労
働
者
は
、
あ
ま
り

林
業
労
働
の
経
験
を
持
た
な
い
た
が
ら
も
そ
の
労
働
力
を
売
る
こ
と
に
よ

っ
て
生
活
し
な
け
わ
ば
な
ら
な
い
労
働
者
が
多
く
、

R
余
社
に
お
い
て
は

組
に
定
若
し
な
い
流
動
的
な
労
働
者
が
、
経
験
年
数
も
長
く
、
林
業
労
働

就
業
期
間
半
も
高
い
、

K
労
働
組
合
に
定
着
し
た
労
働
者
と
と
も
に
含
ま

れ
て
い
ゐ
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
き
、
こ
の
三
つ
の
組
の
一
性
格
が
、

そ
こ
の
労
働
者
の
性
格
か
ら
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
口
組
は
、

伏
木
・
造
材
と
い
う
労
働
が
主
要
な
純
借
に
な
っ
た
組
で
あ
る
。
そ
こ
で

は、

U
氏
の
経
験
年
数
が
、
組
頭
、
と
し
て
の
位
置
を
保
た
せ
る
基
礎
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
1
、
弁
労
働
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
具
を
使
っ
て
仕
事

を
す
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
労
働
者
の
監
督
に
は

U
氏
と
ど
も
に
N
産

業
の
職
民
が
当
っ
ア
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

U
氏
は
た
だ

N
産
業
主
請
負



契
約
を
結
ぶ
ば
あ
い
の
筆
頭
者
で
あ
る
と
い
う
こ
上
に
主
要
な
役
割
が
限

ら
れ
、

N
産
業
を
中
心
に
考
え
れ
ば
、
近
代
的
工
場
の
一
部
門
に
お
い
て

一
定
の
作
業
量
の
遂
行
に
責
任
を
持
つ
職
長
に
き
わ
め
て
近
い
存
在
に
な

る
。
こ
の

U
組
が
組
と
し
て
、

N
産
業
と
は
独
立
L
た
も
の
と
し
て
存
在

し
て
い
る
の
は
、
一
つ
に
は
こ
れ
ま
で
り
慣
習
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
と

も
に
他
的
一
つ
の
要
凶
と
し
て
林
業
資
本
に
と
っ
て
は
、
直
接
的
な
関
係

を
持
っ
て
い
る
の
と
ほ
と
ん
ど
変
ら
な
い
労
働
者
で
も
、
組
と
し
て
独
立

し
た
も
の
と
し
て
存
在
さ
せ
て
お
く
ほ
う
が
便
利
だ
と
い
う
要
求
に
よ
る

も
の
で
あ
る
邑
い
ラ
己
と
が
で
雪
ょ
う
。

T
氏
は
、
索
道
資
材
と
い
う
牛
産
手
段
を
も
っ
た
産
業
資
本
家
で
あ
る

が、

N
停
業
か
ら
請
負
っ
た
仕
事
を
遂
行
す
る
の
に
必
要
な
労
働
者
を
雇

傭
し
伐
出
作
業
を
行
コ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
熟
練
を
要
し
、
作

業
全
体
の
辿
度
を
決
定
す
る
ポ
ス
ト
は

T
氏
の
家
族
に
よ
っ
て
掌
握
さ

れ
て
い
る
。
雇
傭
さ
れ
て
い
る
労
働
者
は
、
た
だ
単
純
な
肉
体
労
働
を
遂

行
F
る
た
め
に
1
氏
に
よ
っ
て
一
一
雇
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
あ

ま
り
熟
練
中
」
必
要
と
し
な
い
。
た
だ
、
機
械
と
と
も
に
毎
日
就
労
す
る
こ

と
が
必
要
と
さ
れ
る
り
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
近
代
的
工
場
の
一
隈
で
白

ら
の
生
産
手
段
を
持
っ
て
一
定
の
仕
事
を
請
負
っ
て
い
る
請
負
来
者
と
そ

の
労
働
者
、
と
の
関
係
と
同
様
の
も
の
を
見
出
?
と
ー
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

R
会
社
は
、
本
来
の
組
頭
制
度
が
も
っ
て
い
た
労
務
供
給
的
な
性
格
を

強
〈
残
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
の
労
働
者
に
は
、
た
し
か
に
経
験

年
数
も
長
く
、
林
業
就
労
期
間
率
も
高
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
し

林
業
労
働
り
存
在
形
態
(
三
)

て
、
そ
の
人
造
は
、
大
体
N
体
業
の
仕
事
に
定
着
し
て
お
り
、

K
労
働
組

合
に
入
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
の
4
う
な
労
働
者
と
と
も

に
、
き
わ
め
て
流
動
的
な
労
働
者
を
も
数
多
〈
包
含
し
て
い
る
。
こ
の
瓦

労
働
組
合
に
入
っ
ヤ
い
な
い

R
会
社
直
怖
の
労
働
者
は
、
経
験
年
数
も
相

対
的
に
知
く
、
日
給
も
よ
り
低
レ
。
林
業
労
働
に
あ
ま
り
熟
練
L
て
い
な

い
が
そ
の
労
働
力
の
み
が
収
入
源
で
あ
る
と
い
う
、
山
村
に
多
く
存
在
す

る
労
働
力
を
集
め
で
き
て
、
一
定
の
作
業
を
遂
行
す
る
の
が
R
会
社
の
仕

事
で
あ
る
。
モ
の
労
働
者
は
、
就
労
中
も
よ
り
有
刺
な
所
を
探
し
て
い
て
、

そ
の
よ
う
な
所
が
見
つ
か
れ
ば
直
ち
に
そ
ち
ら
に
移
っ
て
し
玄
う
。
、
と
こ

ろ
が
、
そ
の
流
動
性
は
、
林
業
資
本
に
と
っ
て
も
有
利
に
利
川
さ
れ
る
。

作
業
量
が
多
く
な
っ
た
ば
あ
い
に
は
、

R
会
社
を
通
じ
て
、

r
の
流
動
的

な
労
働
力
を
利
用
で
き
、
さ
ら
に
そ
の
作
業
員
が
縮
少
し
た
ぽ
あ
い
に
は

R
会
社
が
労
働
力
的
一
調
節
を
行
っ
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

む

す

ひや

わ
れ
わ
れ
は
資
木
家
的
山
林
所
布
者
た
、
る
5
産
業
と
N
産
業
に
つ
い
て
、

林
業
経
営
お
よ
び
特
に
そ
の
労
働
力
の
性
格
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
た
。

民
有
林
に
お
け
る
労
働
力
の
支
配
的
な
存
在
形
態
は
半
農
型
と
し
て
規

定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
は
否
定
さ
れ
タ
な
い
性
格
で
は
あ
る
が
、
資

本
家
的
林
業
経
vH
の
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
お
レ
て
は
、
か
か
る
半
農
型
労

働
力
は
資
本
と
賃
労
働
の
関
係
が
進
む
に
従
っ
て
、
必
然
的

r徐
々
に
近

代
型
に
変
質
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
林
業
経
営
は
本
来
非
近
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林
業
労
働
り
存
在
形
態
(
三
〉

代
的
諸
要
素
の
多
分
に
浅
存
し
て
い
る
山
村
に
お
い
て
行
わ
れ
る
の
で
あ

り
、
そ
の
討
の
自
然
的
、
社
会
経
済
的
諸
条
件
に
尻
定
さ
れ
て
、
右
の
変

質
過
程
は
必
ず
し
も
あ
ら
わ
に
進
行
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
資
本
は
か
か
る
制
約
的
諸
条
件
を
排
除
し
つ
つ
そ
の
力
を
貫

徹
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
れ
が
現
尖
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
本
摘
の
考
察
に
お
い
で
ほ
ぼ
明
ら
か
に
き
れ
た
と
と
ろ
で
あ
る
。

S
産
業
と

N
産
業
を
対
比
す
れ
ば
、
林
業
経
営
そ
の
も
の
に
お
い
て
は

所
有
面
積
の
少
い
後
者
が
よ
り
資
本
家
的
経
、
百
を
進
め
て
い
る
が
、
前
者

に
お
い
て
は
同
}
資
本
系
統
に
上
る
木
材
製
材
業
三
社
が
前
面
に
山
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
林
業
経
白
そ
り
も
の
が
消
町
倒
的
と
な
っ
て
い
る
に
す
ぎ

な
い
。

S
産
業
内
部
に
お
い
て
も
、
積
極
的
に

N
産
業
の
如
き
経
営
に
転

換
す
べ
き
で
あ
る
主
の
要
望
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

S
産
業
は
抗
伐
主
義
で
あ
り
、
伐
出
過
程
の
労
働
力
が
主
体
を
な
し
て

い
る
。
育
林
過
程
の
労
働
者
は
事
業
所
直
備
で
あ
る
が
、
定
着
前
傾
向
を

有
L
臨
時
的
性
格
を
も
っ
。
伐
山
過
程
。
労
働
者
は
形
式
的
に
は
組
頭
制

度
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
て
い
る
が
、
組
頭
制
度
が
既
に
解
体
過
程
に
あ
り
、

担
と
ん
ど
解
体
し
て
い
る
状
態
で
、
実
質
的
に
は
定
着
前
な
直
備
労
働
者

と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
先
に
考
察
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
組
員
は
農
業
か

ら
は
本
質
的
に
離
れ
た
林
業
の
専
業
労
働
者
で
あ
り
、
近
代
型
労
働
者
に

転
化
し
つ
つ
あ
る
。
た
だ
ふ
る
い
封
鎖
的
村
落
関
係
を
地
盤
主
し
て
地
縁

的
血
縁
的
結
合
関
係
は
な
お
残
存
し
て
い
る
。

N
産
業
は
皆
伐
主
義
で
背
林
及
び
伐
出
過
程
を
合
理
的
に
営
ん
で
い
る
。
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育
林
渦
程
の
労
働
者
は
事
業
所
巨
傭
で
あ
り
S
注
業
に
比
し
て
は
る
か
に

多
〈
、
主
と
し
て
地
元
労
働
者
で
定
着
的
傾
向
を
一
部
し
な
が
ら
も
臨
時
的

性
格
が
強
い
。
し
か
し
他
方
で
は
少
数
な
が
ら
常
傭
的
労
働
者
が
存
在
す

る
こ
と
は
注
目
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
育
成
林
業
の
発
達
に
対
応
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
伐
出
過
程
内
労
働
者
は
性
絡
を
具
に
す
る

U
組、

T
民
及
び

R
会
社
等
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
農
業
か
ら
離
れ
た

近
代
的
林
業
労
働
者
に
転
化
し
つ
つ
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
も
組
顕
制
度

は
殆
ん
ど
解
体
し
て
お
り
、

R
A五
社
が
復
活
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う

に
み
え
る
組
閣
制
度
も
、
も
は
や
本
来
の
組
頭
判
明
艮
で
は
な
い
。
言
た
E

労
働
組
合
の
存
在
も
注
目
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
伐
川
過
程
の
労
働
者
は
主

ー
と
し
て
定
着
的
で
あ
る
が
、
他
万
で
は
流
動
的
な
も
の
が
存
在
し
て
お
り
、

伐
採
規
快
の
変
動
に
対
応

υ

て
調
節
的
な
役
割
ヂ
果
し
、
資
本
の
要
求
に

適
応
し
て
い
る
。

U
組、

T
氏
及
び
R
会
社
の
定
着
的
労
働
者
に
お
い
て

は
村
落
関
係
を
反
映
し
て
、
あ
る
程
度
血
縁
的
地
縁
的
関
係
を
残
し
て

い
る
が
、
そ
の
有
す
る
紡
合
関
係
は
次
第
に
部
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
流
動

的
な
労
働
者
に
お
い
て
は
、
地
縁
的
血
縁
的
問
問
係
は
既
に
全
〈
消
滅
し

て
い
る
。
こ
れ
は
O
村
が
比
較
的
変
通
の
使
に
恵
ま
れ
、
か
唱
村
内
に

S

鉱
山
、

S
林
業
、

E
林
産
及
び
国
有
林
等
雇
用
機
会
の
多
い
こ
と
左
も
関

連
し
て
い
る
。

N
産
業
に
お
け
る
林
業
労
働
力
は
S
産
諜
の
そ
れ
よ
り
も

よ
り
返
代
化
し
つ
つ
あ
る
と
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
(
本
稿
は
林
野
庁
委

腕
の
実
態
調
査
の
巾
間
報
止
円
で
あ
り
、
ま
た
昭
和
↑
二
二
年
度
文
部
省
科
学

研
究
主
利
金
同
開
研
究
に
よ
る
、
引
先
成
果
の
一
部
で
あ
る
)


